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  午前１０時００分 開  議 

 

○島軒純一議長 おはようございます。 

  ただいまの出席議員24名であります。 

  直ちに本日の会議を開きます。 

  本日の会議は議事日程第５号により進めます。 

 

  

 

  日程第１ 議第６７号米沢市特別職の職

員等の給与の臨時特例に関す

る条例の設定について外１件 

 

○島軒純一議長 日程第１、議第67号米沢市特別職

の職員等の給与の臨時特例に関する条例の設定

について及び日程第２、議第68号市有財産（ロー

タリー除雪車）の取得についての議案２件は、議

事の都合により一括議題といたします。 

  この場合、市長から提案理由の説明を願います。

安部市長。 

  〔安部三十郎市長登壇〕 

○安部三十郎市長 ただいま上程になりました議第

67号及び議第68号の２案件について説明いたし

ます。 

  初めに、議第67号米沢市特別職の職員等の給与

の臨時特例に関する条例の設定について説明い

たします。 

  本案は、国家公務員の給与減額支給措置を踏ま

え、平成25年７月１日から平成26年３月31日まで

の間、特別職の職員等の給与を減額して支給しよ

うとするため提案するものであります。 

  次に、議第68号市有財産（ロータリー除雪車）

の取得について説明いたします。 

  本案は、現在使用しているロータリー除雪車が

老朽化し、除雪期間中の故障が多く、除雪作業に

支障を来していることから、これを更新配備する

ため提案するものであります。 

  契約の方法につきましては、指名競争入札によ

る物品購入契約とし、３業者による入札を行った

結果、山形市大字十文字1128番地１、昭和建機株

式会社、代表取締役石川清が3,354万7,500円で落

札し、仮契約を締結しましたので、本契約を締結

したく、地方自治法第96条第１項第８号の規定に

より提案するものであります。 

  よろしく御審議の上、御賛同賜りますようお願

い申し上げ、提案理由の説明といたします。 

○島軒純一議長 ただいまの市長説明に対し、御質

疑ありませんか。23番小久保広信議員。 

○２３番（小久保広信議員） 議第67号について御

質問いたします。 

  市長にお伺いしますが、この間の国の一方的な

交付税削減について、全国市長会なり地方六団体、

こぞって反対をしていたわけです。その理由とし

て、一方的に地方交付税、地方固有の財源である

地方交付税を盾にして、公務員給与の削減を図っ

ていけと国の一方的な言い方に対して、そのこと

は地方自治の本旨にもとることであるというこ

とで反対をされてきたわけですけれども、ここで

こういった提案をなされるということは、ほかの

山形市などでは提案をされないということもあ

りますし、なぜ米沢市としては、全国市長会に入

っておられるわけですから、そういった意味で、

こういった考えをもとにしてやられているとい

うふうに思いますが、その点について市長はどの

ようにお考えですか。 

○島軒純一議長 安部市長。 

○安部三十郎市長 今回の国の措置は、地方自治の

本旨にもとるものというふうに思っております。

ですから、本来であれば受けがたいというふうに

考えております。 

  そして、全国市長会でも、そして東北市長会で

も決議文、地方自治の本旨にもとるということか

ら決議文を提出し、そして東北市長会においては、

各県から市長会の代表、１人ずつ出て、６人で総

務省にも申し入れに行きました。山形県からは、

市長会会長が都合が悪かったものですから、副会
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長を務めております私が行って、このような措置

は困るということ、そして地方自治体の首長はみ

んな悩んでいるという話をいたしました。 

  その悩んでいるというのは何かと言えば、一方

では、地方自治の本旨にもとるわけで受けがたい

と。でも、最初に職員の削減分を省いて、そして

残りの分を交付税として交付するということに

なっておりますので、地方自治体が職員の給与を

削減しなかった場合にどういう現象が起こるか

というと、あらかじめ職員の削減分を引かれてき

た交付税の中から職員の給与分をとらなくては

いけないということになってきます。それは、簡

単な言葉で言えば、市民の方の生活に回る分が職

員の給与に回ってしまうという、そういうことで

ありますので、それもまたなかなか行いがたいと

いうのがあります。 

  ですから、結局、今回のことというのは、地方

自治の本旨にもとっていて、受けがたいことであ

るというのと、一方では、現実的には市民の生活

に影響を及ぼしてしまうということとの相並び

立たない矛盾が構造的にあります。ですから、そ

ういう中で率からいって、国が求めている率まで

は削減をしないでということで、職員にも負担を

してもらう、市民の皆様方にもその点、率につい

ては御理解をいただくという、ちょうど折り合い

をつけて、このような削減をするという苦渋の決

断に至った次第です。 

○島軒純一議長 小久保広信議員。 

○２３番（小久保広信議員） 苦渋の決断というお

話でありますが、今回削減をするということは、

先ほど市長が言われていた、地方自治の本旨にも

とると、私も申し上げましたけれども、それを国

が一方的にやってきた、そのことを認めることに

なるのではないですか。 

  山形市は、市長会長としての責任ということも

あるんでしょうけれども、削減をしないというこ

とでやられていますし、もっと言うならば、米沢

市、この間、じゃ行財政改革も全然してこなかっ

たのか。国以上に削減をしてきたのではないので

しょうか。職員数にしても、他の類似団体よりも

少ない人数でやってきているわけですから、そう

いった意味で、ここで削減をしていくということ

は、地方自治の趣旨からしても非常に問題がある

だろうというふうに思いますし、市長みずからが

国へ出向いて要請をしてきたわけですから、この

点についてもきちっとしていかなければならな

いというふうに思います。 

  ところで、要請にはいつ行かれたのでしょうか。 

○島軒純一議長 安部市長。 

○安部三十郎市長 ６月の上旬に全国市長会があり

まして、その全国市長会の折に行ってまいりまし

た。 

○島軒純一議長 小久保広信議員。 

○２３番（小久保広信議員） 最後ですけれども、

６月の上旬ということですが、米沢市の職員団体

に、労働組合に提案をされたのが４月２日なんで

すよね。職員には一方で「下げるぞ」と言ってお

いて、国に回って要請をしてきたと。それって、

すごい自己矛盾じゃないですかね。いかがですか。 

○島軒純一議長 安部市長。 

○安部三十郎市長 国に対しては、あるべき姿を求

めて、そのように申し入れをしてきましたので、

何も矛盾ということではないというふうに思っ

ています。 

○島軒純一議長 ほかに御質疑ございませんか。11

番遠藤正人議員。 

○１１番（遠藤正人議員） 議第68号についてお尋

ねいたします。 

  このたびの市有財産（ロータリー除雪車）の取

得につきましては、既に入札が終わっております

ので、購入についての承認だと思います。私は賛

成なんですが、それに当たってお尋ねします。 

  古い機械の更新ということで、これは大型のロ

ータリー機械の購入だと思いますが、排雪路線、

除雪計画には排雪路線がありまして、その排雪路

線の延長、長さを延ばすことの要望を長年してい
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らっしゃる御町内等がありますが、なかなか至っ

ていないと。その中で、このたび高級車といいま

すかね、3,300万円の機械を購入、更新されるわ

けですから、能率・効率が上がるわけです。です

から、排雪路線、特に雪の多い地区の通学路の排

雪路線を延長すべきだと思いますが、その点につ

いての平成25年度の除雪計画の中でそういった

ことを盛り込むかどうか、本市の考えをお聞かせ

ください。 

○島軒純一議長 加藤建設部長。 

○加藤吉宏建設部長 平成25年度の除雪計画につき

ましては、この後、これから計画を策定するとこ

ろでございます。 

  その中におきましては、今言われたように、除

雪路線、排雪路線、それから１種、２種の要望等

もいただいておりますので、そういうふうな部分

も状況を勘案しながら、25年度の除雪計画を策定

していきたいと思います。 

○島軒純一議長 遠藤正人議員。 

○１１番（遠藤正人議員） 排雪路線、第１種路線

についてなんですけれども、なかなか手のつけら

れない、予算の絡みもありまして。ただ、このた

びは大型ロータリー除雪車の更新ということで、

最新鋭を配備されるということをお聞きしてい

ますので、ぜひそういった通学路の確保に重心を

置いていただいて、特に雪の多い地域に対しては、

町場と同じような交通の確保ができるようによ

ろしくお願いしたいということを要望して終わ

りにいたします。ありがとうございました。 

○島軒純一議長 ほかに御質疑ございませんか。３

番髙橋嘉門議員。 

○３番（髙橋嘉門議員） 議第67号について質問い

たします。 

  ただいま市長から、苦渋の選択というようなこ

とであったわけですが、地方分権社会、また地方

六団体が地方の主権的な部分の要望をこれまで

ずっとやってきて、しかしながら財源となる地方

交付税の位置づけについては、複雑怪奇、曖昧の

まま、いろいろ進んできております。 

  その中で、今回、苦渋の選択をされたという一

つは、地方交付税を盾にとられて、まず曖昧な首

長が、今まで運動してきたにもかかわらず別々な

対応をとる、とらなくちゃならない。このことに

ついて、私、将来のこの国の地方の考え方、また

地方交付税のあり方について、大変危惧します。 

  そういう意味で、市長は首長として、全国市長

会という中できちっと言ってこられたと言いま

すが、今までの運動を重ねてきたことについての

中で、どのように今回の苦渋の選択の思いを現場

である職員に伝えているのか、その辺お伺いした

いと思います。 

○島軒純一議長 安部市長。 

○安部三十郎市長 組合との交渉もいたしました。

そういう中で、「最後まで国と戦え」というよう

な組合員からの声もありました。そういう御意見

に沿っていくとなると、結論としては、国に地方

公務員の給与削減を撤回させるところまでいか

なければ、戦いは結実したということにはなって

いかないわけですが、国に撤回させるところまで

地方六団体が力を持っているかというと、残念な

がらそういう力がなくてこういうことになって

しまっている。数の偏りはどうかは別にしても、

ばらばらな対応に、全国の地方自治体の首長がば

らばらな対応にならざるを得ないというのがあ

って、地方六団体の中で所属しているのは全国市

長会ですから、全国市長会がもっと力をつけなく

てはというふうにも強く思っているところです。 

○島軒純一議長 市長、また答弁、ちょっと漏れて

いると思いますが、職員の方に市長の苦しい思い、

苦渋の選択をされた思いですね。安部市長。 

○安部三十郎市長 先ほどの話の途中からになりま

すが、戦いという御意見がありましたが、戦い、

戦うとしたら、それは国が撤回するところまでい

かなければ実際の成功ではない、成功というか、

成果ではないわけでありますが、しかしそういう

ところまではとても及びがつかないので、そこを
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理解してほしいという、そういう話を組合員にい

たしました。 

○島軒純一議長 髙橋嘉門議員。 

○３番（髙橋嘉門議員） 地方六団体の対応の仕方、

このことについて足並み、足並みといいますか、

別にそういうことではないんですが、これからの

さまざまな要望活動なり、地方のいろいろな財源

を含めた地方独自のさまざまな事業等に、今後影

響しかねない大きな問題ではないかと思います。

今後、そういった形で六団体なり、また市長会が

まとまって、きちっと制度的な部分の要望をして

いただきたいと思います。 

  それで、今回、職員との交渉については合意し

ていないわけですが、そのことについて、我々議

会としても当然違和感を感じております。今回の

特例的な取り扱いの中で、当然職員、根拠として

法律的な部分がない中で、職員との合意がない中

で上程されることについて、大変違和感を感じて

いる。そういう意味で、今後合意に向けた努力と

して、やっぱり市長は英断を持って、さまざまな

対応で合意に向けた努力をされるという考えは

ございますか。 

○島軒純一議長 安部市長。 

○安部三十郎市長 合意を目指して、今後も組合と

協議をする考えでおります。それが一つ。 

  あと、もう一つは、今御質問にもありましたよ

うに、さまざまな形でこれからも長く国との間で、

地方自治の本旨、すなわちあるべき姿について議

論していかなくてはいけない。そして、地方自治

の本旨をきちんと守ってもらうようにしていか

なくてはいけないという、そういう国との対応の

努力を続けていかなくてはなりませんし、その点

も組合、職員には話をして、理解を求めていると

ころです。 

○島軒純一議長 髙橋嘉門議員。 

○３番（髙橋嘉門議員） ３回目ですけれども、そ

れで、今回のこの職員給与もありますけれども、

これまで議会にもやっぱり市長が、例えば文化施

設の問題、まちの広場の廃止の問題を含めて、市

長は市民の理解、また我々にとって議決しなけれ

ばならない、議決しての説明を果たさなければな

らない役割の中で、市長がその理解を求めていく

姿勢、それについて、今の組合交渉も含めて、私

たちは思いが、考えが伝わっていないのではない

かと思います。 

  そして、最後に、最後といいますか、議決事項

である議会、議会に対してそういう思いが伝わら

ない、また私たちにとっても説明できるような市

長の、市長からの、当局からの提案がない、ない

に近いぐらいの状況があると思います。そのこと

について、ぜひ心の中で猛省いただきまして、も

っと首長としての判断である、そしてこういう施

設、また状況をつくっていきたい、そういうこと

を伝える努力をしていただきたいと思います。そ

のことについて、もし考えがあればお聞きしたい

と思います。 

○島軒純一議長 安部市長。 

○安部三十郎市長 十分に承りたいと思います。 

○島軒純一議長 ほかに御質疑ございますか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○島軒純一議長 なければ、質疑を終結いたします。 

  ただいま上程になりました議案２件は、会議規

則第37条第１項の規定により、お手元に配付して

おります議案付託表・追加その２のとおり、所管

の委員会に付託いたします。 

  委員会は、会議日程により慎重審査の上、来る

６月26日の本会議に、その結果を報告願います。 
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  散    会 

 

○島軒純一議長 以上をもちまして本日の日程は終

了いたしました。 

  本日はこれにて散会いたします。 

  御苦労さまでした。 
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  午前１０時２０分 散  会 
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